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食 品 中 に は種 々の レダ ク トン類 が含 ま れ て い る.こ

れ らは天 然 に一般 成分 と して 存 在 す る ほ か,加 工,貯

蔵,調 理 な どの過 程 に お いて も食糧 成 分 の相 互 反 応 に

よ つ て生 成 す る.こ れ らは反 応性 に 富 み,し か も 日常

摂 取 さ れ て い る もの で あ る に も拘 らず,そ の 生体 内 に

お け る機 能 は一 部 の ものを 除 いて ほ とん ど知 られ て い

な い.わ れ わ れ は,食 糧 成 分 と発癌 な い し制 癌 に関す

る研 究 に お いて,と くにア ス コ ル ビ ン酸(AsA),デ

ヒ ドロ アス コル ビ ン 酸(DAsA)な らび に2,3-ジ ケ

トグ ロ ン酸(DKG)だ けで な く,エ リ ソ ル ビ ン 酸

(EA),デ ヒ ドロエ リソル ビ ン酸(DEA),5-メ チル

3,4-ジ ヒ ドロキ シテ トロ ン(MDT),AsAパ ル ミチ

ン酸 エス テ ル(AsA-Palm)な ど種 々の 関 連物 質 が マ

ウ ス の 腋 窩 に 移 植 した 腫 瘍sarcomal80の 増 殖 を

抑 制 す る こ とを観 察 した(中 村,1968;中 村 ・山藤,

1968;Yamafujietal.,1971;富 田 ら,1974;Omu-

raetal.,1974).こ れ らは いず れ も レダ ク トン類 に属

し,分 子 中 に エ ンジオ ー ル構 造 を 有 し強 い 還元 力 を 示

す が,さ ら に共 通 す る生化 学 的特 性 の 一 と してDNA

な らび にRNAの ポ リヌ ク レオ チ ド鎖 を切 断す る.

一 方 エ ナ ミノ ール 基 を有 す る化 合 物 も同 じ く還 元 力
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を 有 し広 く レダ ク トン類 に属 す る もの で あつ て 一般 に

ア ミノ レダ ク トン とよ ば れ てい る.こ れ らは と くに ア

ミノ カ ル ボニ ル反 応 や ス トレッカ ー分 解 な どの 食糧 成

分 の 相互 間 の 反応 に よ り生 成 し,食 品 の加 工,貯 蔵,

調理 な ど に と もな つ て起 る色 や匂 い の変 化 にお け る重

要 な 中間 体 と して 注 目 され て い る.ま た トリプ トフ ァ

ン代 謝 中間 体 の うち エ ナ ミノ ー ル基 を 有 す る3-ヒド

ロキ シ ヌ レニ ンや3・-ヒド ロキ シア ン トラニ ー ル 酸 に

発 癌 性 が あ る ことが 知 られ て い るが(Boylandand

Watson,1956),こ れ ら も同 じ く核 酸 を 切 断 す る こ と

は報 告 され て い る(Yamafujietal.,1972;藤 井 ら,

1972).篠 原 ら(1974)は,エ ンジオ ー ル レダ ク トン

と して基本 的 な もので あ り,最 も簡 単 な 構造 を もつ ト

リオ ース レダ ク トン(TR)と ロイ シ ン,メ チオ ニ ン,

フ ェニ ル ア ラニ ンな どの ア ミノ酸 との 反応 で生 じた縮

合 生 成 物(TR-Leu,TR-Met,TR-Phe)が 核 酸 切

断能 を持 つ こ とを 見 出 した.他 方AsAの ア ミノ置 換

体 で あ るス コ ルバ ミン酸(ScA)も 酸化 重 合 して 赤変

す る こ とが 知 られ てい るが(Kurataetal.,1973),

AsAに 対 応 す る エ ナ ミノ ー ル化 合 物 で あ つ て 同 じ く

核 酸 切 断 能 が 認 め られ る(Omuraetal.,1978).

また エ ンジ オ ール 化合 物 のOH基 がSH基 で 置換

され た チオ ー ルエ ノ ー ル化 合 物 も還 元力 を 示 し,し か

も核 酸 を切 断 す る こ とは3-メ ル カ プ ト-4-ヒ ドロキ シ



ク マ リン(MHC)に つ い て確 め られ て い る(Omura

etal.,1978).畑 中 ら(1972a,b)は 酵 素 的 褐変 に よ

る メ ラノ イ ジ ン形 成 にお け る 中間体 と して ア ミノ な ら

び にチ オ ー ル レダ ク トンが 生 ず る こ とを モ デ ル実 験 に

よ り明 らか に し,し か もこれ らが 強 い還 元 力 を 示 す こ

とを 認 め た.

さ ら にKatoetal.(1968)は ア ミノ カ ル ボ ニル 反

応 に よつ て 生 じた メ ラ ノイ ジ ン色 素 中 に レダ ク トン

構 造 が 含 まれ て い る こ と を 明 らか に した が,尊 田 ら

(1975)も 酵 素 的褐 変 に よ つ て生 じた メ ラノ イ ジ ン に

も還 元 力 な らび に抗 酸 化力 が認 め られ 一種 の レダ ク ト

ンと みな し得 る こ とを 示 した.

山 藤(1970)は 発 癌 な い し制 癌 作用 の始 発 要 因 の 一

つ が 染 色体DNAの 適切 な切 断 に あ る と推 定 して い

る.事 実,⊥ 記 抗腫 瘍 性 ア ス コル ビ ン酸 関 連 化 合物 だ

けで な く,発 癌 剤N-メ チ ル-N'-二 トロ-N-二 トロ ソ

グア ニ ジ ン,ウ イ ル ス誘 発 剤 ヘ キ ソ ー スオ キ シム,ス

テ ロイ ド系 ホル モ ンコル チ ゾ ン,カ テ コー ル ア ミ ン系

ホ ル モ ンで 抗腫 瘍 能 も示 す エ ピネ フ リン,制 癌 剤 と し

て有 効 なマ イ トマ ィ シ ンCな ど もDNAを 切 断 す る

(飯 山 ら,1973,Iiyamaetal.,1977).エ ンジォ ー

ル,エ ナ ミノ ー ルな い しチ オ ール エ ノ ー ル化 合 物 の 核

酸 切 断 能 は分 子 中の レダ ク トン構 造 に 基 き(Omura

etal.,量978),ひ いて は種 々 の生 化 学 的 機 能 を現 わ す

もの と推 定 され るが,腫 瘍 組 胞 の増 殖 に何 等 か の影 響

を 及 ぼ す こと も考 え られ る.そ こで種 々の レダ ク トン

類 に つ い て,マ ウス に移 植 した 腫瘍sarcoma180の

増 殖 に対 す る効果 を試 験 した.

実 験 方 法

トリオ ー ス レダ ク トン(TR)

ブ ドウ糖 か ら常 法(大 村 ら,1974)に よ り調 製 した.

ア ス コ ル ビ ン酸3-リ ン酸(AsA・-3-P)

武 田薬 品 工 業 株式 会 社 よ り恵贈 され た.

トリオ ー ス レダ ク トン と ア ミノ酸 との 反 応 縮合 物

(TR-AA)

篠 原 ら(1974,1975)の 記 述 に従 い,TRと ア ミノ

酸(グ リシ ン,ロ イ シ ン,メ チオ ニ ン,フ ェニ ル ア ラ

ニ ン,ト リプ トフ ァン)と を等 量 に反 応 させ て調 製 し

た.

ス コル バ ミン酸(ScA)

Kurataetal.,(1973)の 方 法 に準 じて 市販AsA

か ら次 の よ うに して 調製 した.MDTの 場 合(富 田

ら,1974)に 従 い,AsA(11.89)をP-ベ ンゾ キ ノ ン

(7.29)で 酸化 しDAsA水 溶 液 を 調 製 し,こ れ に等 モ

ル(9.69)の フェ ニ ル ヒ ドラ ジ ン塩 酸 塩 を 加 え て60℃

に2時 間 保 温,氷 冷 して黄橙色 の 沈澱 を析 出(9.5g),

酢 酸 エ チ ル で 再 結 して2-(フ ェニ ル ヒ ドラゾ ノ)-

DAsAを 得 た(7.19).〔 元 素 分 析値C:54.61;

H:4・70;N:iO.79(計 算 値C12H12N205M.W.

264.24C=54.51;H:4.58;N:10.60),融 点

168。～170℃(文 献1670～170℃).

次 に2-(フ ェニ ル ヒ ドラゾ ノ)-DAsA(5.09)を70

%エ チル ア ル コ ー ル(150ml)に 溶 か し,氷 冷 しな が

らパ ラ ジ ゥム 黒(150mg)の 触 媒 下 に 水 素 ガ ス を通

気 して水 素 化 分 解 を行 なつ た.約4時 間 で黄橙色 の溶

液 が無 色 とな つ た が,さ らに2時 間通 気 した後,酸 化

を 防 ぐた め に炭 酸 ガ ス を充 満 させ た箱 の 中で パ ラ ジウ

ム 黒 を 濾 別 し,同 時 に 生 成 した ア ニ リ ンを少 量(20

ml程 度)の 酢 酸 エ チ ル,つ いで エチ ル エ ー テ ルで 洗

滌除去 した.水 槽 を 減 圧 濃 縮 し,-15℃ に 放 置す る

とScAの 白色 結 晶 が 得 られ た,脱 気 した 冷蒸 溜 水

で洗滌 後,五 酸 化 リン上 真 空 デ シケ ー ター 内 で 乾燥

した(2.0g).〔 元 素分 析 値C:40.70;H:5。15;

N:7.86(計 算 値C6H9NO5M.W.175.14C:

41.14;H:5.18;N:8.00),融 点180.～181℃(文

献180℃)〕.標 品 は乾 燥 状 態 に おい て-10。 ～-15℃

に保存 す る.

3-メ ル カ プ トー4-ヒド ロキ シ クマ リン(MHC)

MHCはEisenhauerandLink(1954)の 方 法 に

従 い,4-ヒ ドロキ シ クマ リン か ら 次 の 順序 で 合 成 し

た.4-ヒ ドロ キ シ クマ リ ン(1Og)を 冷 エ チ ル ア ル コ

ール(100m1)に 溶 か し,プ ロ ム(4ml)を 滴 加 す

る.30分 間放 置 した の ち,多 量の氷 冷 水(2000m1)

に攪拌 しなが ら加 え,室 温 に24時 間放 置す る.得 ら

れ た 沈澱3-プ ロモー4-ヒ ドロキ シク マ リ ンを 酢 酸 エ チ

ル か ら再 結 す る(10.29)〔 元 素 分 析値C:45.28;

H:2.27(計 算 値C:44.85;H:2.09),融 点189。

～191℃(文 献192。 ～194℃)〕.

得 られ た3-プ ロモ ー4-ヒ ドロキ シク マ リン(7.59)

を エ チ ル アル コー ル(75m】)に 溶 か し,同 容 の エチ

ル アル コ ール に溶 か した チ オ尿 素(2.859)と 混合 し

室 温 に24時 間 放 置す る.生 じた沈 澱 を濾 集 し,エ チ

ル アル コー ルで 洗 つ て 乾燥 し3-イ ソチ オ ウ レァー4-ヒ

ドロキ シ クマ リ ンを 得 た(7.79).〔 元 素 分析 値C:

38.29;H:3.07;N:9.13(計 算 値C:37.87;H

:2.86;N:8.83),融 点228。 ～231℃(文 献231。 ～

234℃)〕.

最後 に この3-イ ソチ オ ウ レア-4-ヒ ドロ キ シ クマ リ



ン(5.09)を 水(133ml)に 溶 か し,窒 素 ガ ス通 気 下

に概 挫 しな が ら5%NaOH(40m1)を 滴加 す る.次

に5%HCL(50m1)を 滴 加 し,生 じた 沈澱 を 濾 過

し,水 で洗 つ た の ち乾 燥,モ ノハ イ ドレー ト を 得 た

(約3.09),尚 この 最 後 の 操 作 は すべ てN,ガ ス 通

気 下 に行 な つ た.〔 元素 分 析 値C:51.33;H:3.49

(計 算 値C:50,94;H:3.80),融 点234.～236℃

(文 献210℃),UVλm。x285.5nm,10gλm。 。3.977〕.

ハ イ ドロキ ノンーN-ア セ チ ル シ ステ イ ン(HQNA-

C)

畑 中 ら(1972b)の 方 法 に よ り1フーベ ンゾ キ ノ ンと

N一 アセ チル シス テ ィ ン とか ら キ ノ ンーN一ア セ チ ル シ

ス テ ィ ンを 経 て合成 した.す な わ ち,P一 ベ ンゾ キ ノ ン

(6.69)を エ チ ル ア ル コ ー ル(120ml)に 溶 解,こ れ

にN一 ア セ チル シス テ ィ ン(5.09)を エ チ ルア ル コー

ル(10ml)に 溶 か して添 加,50℃ に10分 間反 応 さ

せ た の ち氷 中 に1時 間放 冷す る.つ いで 減 圧 下 にエ チ

ル ア ル コ ー ルを 除 去 す る と黒 色 の 残淡 を得 る.こ れ に

ベ ンゼ ン:ア セ トン(9:1)混 液 を加 え,50℃ の 湯

浴 中 で攪拌 す る と黒色 残 渣 は赤色 に変 る.生 成 物 を濾

過 して集 め,乾 燥 後50%エ チ ル ア ル コ ール で3回 再

結,キ ノ ンーN一ア セ チ ル シス テ ィ ンの 赤色 結 晶 が 得 ら

れ る(2.9g).〔 元素 分析 値C:48.88;H:4.16;

5.16N(計 算 値C:49.06;H:4.12;N:5.20),

融 点171.5℃,Rm。 、255nm,425nm〕.

次 に この生 成 物(1.59)を 氷 酢 酸(150ml)に 溶

か し,亜 鉛 末 を徐 々 に加 え て い くと溶 液 は赤 色 か ら無

色 透 明 とな り,還 元 の終 了 が 認 め られ る.酢 酸 を 減圧

下 で 除 去 した後,残 渣 を く り返 し エ ー テ ル で 抽 出 す

る.エ ー テ ル 部を 消 圧 濃縮 し白色 油 状物 質 を 得 る,油

状 物 質 中 にな お残 存 す る少 量 の酢 酸 を,1.5%メ チ ル

ァル コー ル を含 む ク ロ ロホ ル ムで洗滌 して除 去 す る.

つ いで これ を最 少 量 の メ チ ル ア ル コー ル に溶 か し,ク

ロ ロホ ル ム を 添加 して い く と白濁 して くる ので そ の時

点 で 添 加 を 中止,石 油エーテル を や や過 剰 に加 え て冷

所 に4～5日 間放 置す る と無 色 板 状 の 結 晶 が 析 出 す

る.HQNACの 結 晶 を濾 別 し,石 油エーテル で よ く

洗 つ て乾燥 す る(100mg).〔 元 素 分 析 値C:48.40;

H:4.88;N:5.05(計 算値C:48.70;H:4.83;

N:5.!6).融 点143.5℃,λ,nax305nm〕.こ の

HQNACは 極 め て 還元 力 が 強 くこの20μ9(0,7×

100smole)とAsA20μ9(1.1×10'8mole)と は ほ

ぼ同 量 の イ ン ドフェ ノ ール を槌 色 させ た.当 モ ル で比

較 す る と0。7×1O-8moleがAsA1.1x10-8mole,

ま たハ イ ドロキ ノ ン2.3×10"8moleに 相 当 した.

非 透 析 性 メ ラ ノ イジ ン

常 法(尊 田 ら,1975)に 従 い,ク ロ ロゲ ン酸 を リン

ゴ果 肉 か ら調製 した酵 素 ポ リフェ ノ ール オ キ シダ ーゼ

で 酸化 し,冷 所 で2日 問 蒸溜 水 に対 して透析 した後,

内 液 を凍 結 乾燥 した.

動 物 試 験

移 植 腫 瘍 細 胞 の増 殖 に及 ぼ す レダ ク トン類 の影 響 は

前報(富 田 ら,1974)に 用 い た方 法 を 準 用 して試 験 し

た.す な わ ち,雄 マ ウ ス(ddN,生 後4～5週,体 重

約20g)の 右腋 窩 部 に,腹 水 型 と して 保 存 して き た

腫 瘍sarcoma180の 腹 水 を リンゲ ル液 で 適宜 稀 釈 し

その0.2m1(細 胞 数 約5×106)を 注 入 移 植 し九。 移

植 翌 日か ら薬 剤 を 一定 期 間 投 与 後,屠 殺 して 平均 腫 瘍

重 量を測 り対 照 区 の もの と比 較,抗 腫 瘍 効 果 を 求 め た,

実 験 結 果 お よ び 考 察

1.エ ン ジオ ー ル レ ダ ク トン

AsA関 連化 合 物 の 抗 腫 瘍 性 につ い て は は じめ に述

べ たが,一 方 ポ リフ ェノ ー ル 類(YamafujiandMu-

rakami1968;村 上 ・山 藤,1969a,b)や カ テ コ ー

ル ア ミ ン類(Yamafujietal.,1970)な ど芳 香族 エ

ン ジオ ー ル化 合 物 につ い て も同様 に認 め られ て い る.

しか しTRは 最 も簡 単 な 構 造 の 代表 的 エ ン ジオ ー ル

レダ ク トンで あ り,核 酸切 断能 も確 め られ て い る に も

拘 らず,そ の腫 瘍 細 胞 の増 殖 に対 す る効果 は未 だ 試 験

さ れ て いな い.一 方DNAの 切 断 は分 子 内 の レダ ク

トン構 造 が必 須 上 あつ て,AsA-3-Pの よ うに これ を

ブ ロ ッ クす る とそ の機 能 が低 下 す る こ とはinvitroで

すで に認 め られ て い る.し か し これ を 生体 内 に投 与 し

た時,ホ ス フ ァタ ー ゼ の働 きでAsAが 再 生 さ れ る可

能 性 が あ るの でinvitroで の 特性 が そ の ま まinvivo

で も適 用 され る か否 か は明 らかで な い.そ こでAsA-

3-Pに つ い て も試験 した.レ ダ ク トン類 はAsA関 連

化 合 物 の場 合(Omuraetal.,1974;富 田 ら,1974)

と同様 に0.OlM酢 酸 緩衝 液-リ ンゲ ル 混 合 液(pH

5.5)に とか しそのO,2ml(0.Ol7mmoles)を 腫 瘍

細 胞移 植 翌 日か ら1日1回,10日 間投 与 し15日 目 に

屠 殺,腫 瘍 の重 量を測 定 した.ま たCu2+かDNA

切 断 促進 効 果 を 示 す ので,レ ダ ク トンと と もに そ の

1/50す な わ ち0.34μmolesの 硫 酸銅 を 同時 に投与 し

た 試験 区 も設 けた.結 果 をTable1に 示 す,

TRも 他 の エ ンジ オ ール 類 と 同様 にsarcoma180

細 胞 の増 殖 に多 少 の 抑 制作 用 を 示 した か,そ の 効 率

はAsA等 よ り低 く,EAな い しDEAと ほぼ 同程



Table 1. Effect of TR and AsA-3-P.

Assay was principally carried out as follows using mouse sarcoma-180 and 10 male ddN-mice 
of 4 weeks old in each group. Reductone was dissolved in the sterilized mixture of Ringer's 
solution and  0. 01 M acetate buffer, pH 5. 5. A 0.2 ml-aliquot containing 0. 017 mmoles was 
subcutaneously injected into the mouse once a day for 10 times from the next day after 
inplanting tumor cells. In the Cu" group, mice were administrated with 0. 34 umoles of 
CuSO4 (1/50 of the reductone) simultaneously. On the 15th day, mice were killed and 
excised tumors were estimated.

Table 2. Effect of ScA and TR-AA.

Assay was carried out as in Table 1 except TR-AA had been dissolved in propylene glycol.

度 であつ た.し か もCu2+を 同時 に投 与した場合そ

の効果 に低下 が 見 られた.こ のような現象 はMDT

の場合(富 田 ら,1974)に も観察 されているが,TR

溶液 中あるいは これが作用部位 に到達す る前にCuz+

の触媒下 に分解 が促進 され ることも一つの理 由かと推

定 される.従 つてこの ような場合 さらに注意深 い検討

が 必要で あると思 われ る.ま たTRな い しTRと

Cu2+と の副作用 につ いての指標 と して体重 の変 化を

見 る と,腫 蕩重 を差 し引いた真 の体重 はわずかに低 い

程度で あつて,少 くとも試験 に用 いた投 与量で は顕著

な影響 は見 られないように思 われる.

2.ア ミノレダ ク トン

ScAの ほか,TR-Gly,TR-Leu,TR-Met,TR-

Pheお よびTR-Trpに ついて も,TRの 場合 と同

一条件で試験 した.こ の場合TR-AAは いずれ も難

溶性 のため プ ロピ レング リコール を 溶媒 として 用 い

た.結 果 をTable2に 示 す.

ア ミノ レダ ク トン に つ い て は3-ヒ ドロ キ シキ ヌ レ

ニ ンや3-ヒ ドロキ シア ン トラニ ル 酸 がCu2+共 存下

に それ ぞ れ30%お よ び37%程 度 の 弱 い腫 瘍 細 胞 増 殖

抑 制 効 果 を示 す に過 ぎな か つ た(藤 井,1971).TR-

AAも ほ ぼ 同程 度 の 弱 い影 響 がTR-Leu以 外 の もの

で 観 察 され たが,TR-Leuの 効 果 はか な り強 く74%

の抑 制作用 を示 した.し か しCu2+が 共 存 す る とそ の

効 果 は低下 した.ScAに つ いて も ほ とん ど差 はな か

つ たが,こ の 場 合 はCu2+に よ る 増 殖 効 果 が 僅 か に見

られた.い ず れ に して も,こ の 程 度 の 投 与 量 で は,

ScAに よつ て は真 の 体 重増 に は 変 化 な く,TR-AA

に よつ て はや や低 い程 度 に過 ぎ な かつ た.

3.チ オ ー ル レダ ク トン

MHCお よ びHQNACに つ い て試 験 した.エ ン

ジオ ー ル や ア ミノ レダ ク トン よ りは 投 与 量 は低 く,



Table 3. Effect of MHC and HQNAC.

Assay was carried out as in Table I. However,  2.1 //moles of MHC and its 1/50 of Cu" 
were administered once a day, while 2.0 pmoles of HQNAC every other day 4 timcs.

Table 4. Effect of chlorogenic acid and melanoidin.

Assay was carried out as in Table 1. However, I mg of chlorogenic acid, melanoidin and CuSO4 
was administrated once a day for 10 days and mice were killed for estimation of tumor on 
the 30th day after inplantation of tumor cells. Melanoidin used were prepared by treating 
chlorogenic acid with apple polyphenol oxidase. After dialysis, non-dialysable fraction was 
lyophlized.

MHCは1日1頭 当 り2.1μmoles,Cu2iは その1/5

量 として10日 間,HQNACは1頭 当 り2.optmoles,

隔 日計4回 としCu2+は 添加 しな か つ た.結 果 を

Table3に 示す.

MHCに よ り54%の 抑制効果が認め られ,TRよ

りは高 くAsAと ほぼ同等 であつ た.投 与量はAsA

の場合 より も著 るしく低 いことか ら,こ の効果 はかな

り高 い 可能性 があることも考 え られる。AsAで は

Cu2+に よりその 効果 が 高め られるが,MHCで は

48%と 逆 に多少低下 した.真 の体重増加 はほ とんど差

はな くこの程度の投与 駐で は副作用 はないよ うに思わ

れる.

一方HQNACで も63%の 抑制率を示 した.少 い

投与量,投 与 回数であ るに もかかわ らず,こ の ような

効果が観察されたことはMHCの 場合 と同様,投 与

条件 によつてはさらに高 い効率を示す可能性があ るこ

と も考え られる.ま た体重増加 にもほとんど影響な く

副作用のおそれは少 いよ うに思 われ る.

4.メ ラノイジン

メ ラノイジン中 にもレダ ク トン構造が含 まれている

ので,ク ロロゲ ン酸か らリンゴ酵 素の作用 によつて得

られた非透析性 メ ラノイジンについて試験 した.な お

クロロゲ ン酸その ものの効果 も比較 した.

メラノイ ジン,ク ロロゲ ン酸 ない し硫酸銅 は,腫 瘍

細胞移植翌 日か らそれぞれ1頭 当 り1mg,11=11回,

10日 間投与 したのち,試 験開始30日 後 に屠 殺,そ の

腫瘍重量 を測定,第4表 に示 した.

メ ラノイジン,ク ロロゲ ン酸 ともに60%前 後 の増

殖抑制作用を示 した.Cu2+は クrallゲ ン酸 に対 して

は多少促進的 に機能 したが,メ ラノイジンでは逆 の傾

向が見 られた.体 重増加 に対 してはこの場 合 も顕著な

影響 は認め られなかつた.し か しメラノイ ジン投与区

では,そ の接種部位 に褐色色 素の沈着が観察され,こ

のような高分子色 素は生体 内で移行 しにくい ことを示

唆する.

こうしてエ ンジオールだけでな くエナ ミノールおよ

びチオールエノール化合物 など も核酸切断能 とともに

腫瘍細胞 の増殖 にある程度 の抑制能を示すことが認め

られた.し か し一部を除きア ミノ レダク トンの抑制効

果 は30%程 度であつて,こ の よ うな生物試験 の結果

か ら抗腫瘍性 と明確 に断定す ることはむつか しい.事

実,発 癌性 が 報告 されている3-ヒド ロキ シキヌLニ

ンや3-ヒド ロキ シア ン トラニル 酸 で もこの程度 の効

果が観察 され,ま た逆 に腫瘍重が対照 の ものよ りが大

き くなる こと も時々経験 した.し か し少 くともエ ンジ

オールおよびチオール レダ ク トンではある程度抗腫揚

効果があると見 ることは 差 し支 えないよ うに 思 われ

る.今 回試験 した レダ ク トン類の効果 は顕著 な もので



はな く,AsAや カ テ コー ル ア ミンに は 及 ば な い と一

応 言 う こ とがで き る,

また ア ミノ レダ ク トンの核 酸 切 断能 は チオ ー ル レダ

ク トンの活 性 よ りは か な り高 いが,抗 腫 瘍 効 果 は逆で

あ る こ とか ら,核 酸 切 断能 と抗 腫 瘍効 果 とが 直 接 関係

が あ るか否 か は,少 く も現 時 点 で は断定 す る こ と はむ

つ か しい.

総 括

エ ン ジオ ー ル レダ ク トン と し てTRお よ びAsA-

3--P,ア ミノ レダ ク トンと してScA.TR-Gly,TR-

Leu,TR-Met,TR-Pheお よ びTR-Trp,チ オ ー ル

レダ ク トン と してMHCお よ びHQNAC,さ ら に

ク ロ ロゲ ン酸 な らび にそ れ よ り 酵 素 的 に 生 じた メ ラ

ノ イ ジ ン色 素 に つ いて,マ ウ ス に 移 植 した 腫 瘍 細 胞

sarcoma180の 増殖 に及 ぼす 影 響 を試 験 した.そ の

結 果,ア ミノ レダ ク トンの効 果 は微 弱 で あ るが,エ ン

ジオ ー ル お よ び チオ ー ル レダ ク トンや メ ラノ イ ジ ンに

よつ て は腫瘍 細 胞 の 増 殖 が あ る程 度 抑 制 され た.
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                                 Summary 

   The effect of several reductones such as enediol, enaminol and thiolenol com-

pounds on growth of tumor cell was investigated using mice inplanted with sarcoma 
180. The growth of tumor cell was retarded to some extent by TR, TR-Gly, TR-

Leu, MHC or HQNAC. However, the activity was not observed concerning AsA-3-
P in which enediol group had been blocked, suggesting the function might be at-

tributed to the reductone structure. Amino reductones including ScA, TR-Met, 
TR-Phe and TR-Trp exhibited few inhibitory potentiality to tumor cell. Melanoi-

din containing reductone structure was prepared from chlorogenic acid by the ac-
tion of apple polyphenol oxidase. Both melanoidin and chlorogenic acid inhibited 

the growth of tumor cell.


